
が
可
能
と
な
る
た
め
、
急
傾
斜
地
か
ら
の

平
場
移
行
に
最
適
だ
。
急
傾
斜
地
に
お

け
る
管
理
作
業
の
負
担
を
考
え
る
と
、
平

坦
地
に
園
地
を
移
行
・
集
約
し
、
栽
培
面

積
を
減
ら
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の

収
量
を
早
期
に
補
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ヤ
ー
や
作

業
車
が
走
り
や
す
い
園
地
設
計
と
な
っ

て
お
り
、
安
全
で
効
率
的
な
薬
剤
散
布

や
作
業
が
可
能
と
な
り
、
省
力
化
・
大

量
生
産
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
ま
さ
に

「
現
代
農
業
」
と
も
云
え
る
栽
培
方
法

と
な
っ
て
い
る
。

デ
ー
タ
化
・
機
械
化

高
密
植
わ
い
化
栽
培
は
、
早
期
成
園

化
に
よ
る
品
種
戦
略
や
、
品
質
の
均
質
化

に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
が
立
て
や
す
い
。

こ
の
栽
培
方
法
の
先
進
地
、
長
野
県

省
力
・
生
産
性

り
ん
ご
栽
培
は
摘
果
・
着
色
管
理
・

収
穫
の
各
時
期
に
人
手
を
必
要
と
し
、

各
種
管
理
作
業
の
大
幅
な
効
率
化
に
は

機
械
作
業
体
系
に
も
対
応
で
き
る
高
密

植
わ
い
化
栽
培
な
ど
の
省
力
樹
形
の
導

入
が
効
果
的
だ
。
こ
の
栽
培
方
法
を
導

入
す
る
と
、
定
植
３
年
目
で
成
園
化
し
、

10
ａ
あ
た
り
最
大
６
ｔ
の
収
量
を
見
込

む
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
管
理
作

業
も
片
手
の
届
く
範
囲
に
あ
る
た
め
、

60
％
以
上
が
地
上
部
か
ら
作
業
が
可
能

と
な
る
。
そ
の
生
産
効
率
の
高
さ
か
ら
、

本
県
で
も
近
年
、
取
り
組
む
生
産
者
が

増
え
始
め
て
い
る
。

導
入
す
る
園
地
は
、
基
本
的
に
平
坦

地
を
前
提
と
し
て
お
り
、
少
な
い
面
積
で

も
、
ま
と
ま
っ
た
収
量
を
確
保
す
る
こ
と

JA
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ス
タ
イ
ル
か
ら
の
脱
却

管
理
作
業
の
大
幅
な
効
率
化
と
機
械
作
業
体
系
の
確
立
へ

収
益
性
・
労
働
生
産
性
の
向
上
を
図
る
リ
ン
ゴ
高
密
植
わ
い
化
栽
培
。「
早
期
多
収
」「
均
質
生
産
」「
作

業
効
率
向
上
」
な
ど
、
管
理
作
業
の
大
幅
な
効
率
化
と
、
機
械
作
業
体
系
の
確
立
が
実
現
で
き
る
栽
培
方
法

と
し
て
近
年
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
栽
培
方
法
の
先
進
地
と
し
て
知
ら
れ
る
長
野
県
で
は
、
産
地
の
存

亡
を
か
け
て
高
密
植
わ
い
化
栽
培
へ
の
切
り
替
え
が
進
ん
で
い
る
。

─ 特集 ─

一斉収穫が可能な大型機械の実証実験も進められている

樹の小型化と比率のとれた側枝が
省力性を生む

2



ト
レ
リ
ス
強
化

高
密
植
わ
い
化
栽
培
は
、
台
風
な
ど

の
強
風
対
策
と
し
て
ト
レ
リ
ス
が
必
須

で
あ
り
、
強
度
の
高
さ
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
国
内
で
普
及
し
て
い
る
ト
レ
リ

ス
の
支
柱
は
鋼
管
だ
が
、
長
野
県
で
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
支
柱
を
利
用
し
た
ト

レ
リ
ス
の
モ
デ
ル
園
を
設
置
し
、
強
度

の
確
認
・
検
討
を
進
め
て
い
た
。
耐
久

性
が
高
く
、
先
進
地
の
イ
タ
リ
ア
南
チ

さ
ら
に
、
視
察
し
た
園
地
で
は
収
穫

作
業
の
軽
労
化
に
向
け
て
、
海
外
か
ら

大
型
機
械
を
輸
入
し
、
労
働
生
産
性
に

お
け
る
実
証
実
験
も
行
っ
て
い
た
。
そ

の
園
地
を
走
る
大
型
の
作
業
台
車
は
、
大

人
数
で
一
斉
収
穫
が
可
能
で
、
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
機
能
も
兼
ね
備
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
収
穫
し
た
コ
ン
テ
ナ
を
、
そ

の
ま
ま
パ
レ
ッ
ト
積
み
に
で
き
る
仕
様

と
な
っ
て
い
た
。
ま
さ
に
、
至
れ
り
尽

く
せ
り
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

の
研
究
会
で
は
、
品
種
や
着
果
量
別
に

明
確
な
所
得
を
算
出
す
る
こ
と
に
併
せ
、

生
産
現
場
と
取
引
先
ニ
ー
ズ
の
各
種

デ
ー
タ
集
積
も
進
め
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
生
産
者
は
明
確
な
所
得
を
事
前

に
推
測
で
き
、
新
規
導
入
や
規
模
拡
大

が
し
や
す
く
な
る
。

今
後
、
労
働
力
を
踏
ま
え
た
適
正
な

品
種
構
成
の
組
み
立
て
や
、
販
売
戦
略

と
連
動
し
た
リ
ン
ゴ
生
産
で
最
大
限
の

所
得
向
上
に
役
立
て
て
い
く
方
針
だ
。

ロ
ル
地
方
で
は
一
般
的
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
支
柱
を

利
用
し
た
ト
レ
リ
ス
が
採

用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
か

ら
驚
き
だ
。

産
地
維
持
に
向
け
て

全
国
的
に
リ
ン
ゴ
の
生

産
量
が
伸
び
て
い
る
産
地

が
少
な
い
中
で
、
産
地
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

無
理
な
く
栽
培
管
理
を
し

て
い
け
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
重
要
だ
。
高
密
植

わ
い
化
栽
培
は
生
産
効
率

が
高
い
反
面
、
高
額
な
初

期
投
資
や
豪
雪
対
策
な
ど
、

課
題
も
ま
だ
ま
だ
山
積
だ
。

だ
が
、
担
い
手
確
保
や
補

助
労
働
力
不
足
・
高
齢
化
と
い
っ
た
深

刻
な
産
地
課
題
を
解
決
に
導
く
取
組
の

一
つ
と
し
て
、
今
後
、
重
要
と
な
る
こ

と
に
は
違
い
無
い
。

第
12
次
経
営
・
振
興
三
ヵ
年
計
画
の
柱

で
あ
る
リ
ン
ゴ
生
産
量
維
持
に
向
け
て
、

今
後
も
最
新
技
術
や
栽
培
方
法
を
習
得

し
、
生
産
基
盤
の
強
化
を
目
指
し
た
い
。

（
農
業
振
興
課　

齊
藤
）

薄い壁状のため生産効率が高く、主幹まで手が届く

写真左　品質の均質化を可
能とし、着果量の調整で販
売単価が高い玉の大きさに
狙いを定めて生産すること
ができる

写真下　耐久性が高いとさ
れるコンクリート製支柱を利
用したトレリス。景観イメー
ジは、まさに欧米農業！
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